
平成２７年度 徳島県立川島高等学校「学力向上実行プラン」平成２７年度 徳島県立川島高等学校「学力向上実行プラン」平成２７年度 徳島県立川島高等学校「学力向上実行プラン」平成２７年度 徳島県立川島高等学校「学力向上実行プラン」

１ 本年度の重点目標１ 本年度の重点目標１ 本年度の重点目標１ 本年度の重点目標

①単位制を活かした中高一貫教育を推進するとともに，確かな学力の向上を図る。

②個別面談の充実や，朝の学習，家庭学習など自主学習の促進に努める。

③言語活動の充実を図り，生徒の活動を重視した授業に転換する。

２ 学力向上のための実行プラン２ 学力向上のための実行プラン２ 学力向上のための実行プラン２ 学力向上のための実行プラン

（国語）

年次 学科 現状と課題 本年度の目標 具体的な教員の取組 評 価

・生徒の習熟度 ・わかりやすい授 ・授業ノート点検時に，学習方法や

に応じた課題 業を実践し，基 ノートの取り方について，個別に

を厳選し，個 礎学力の向上を アドバイスを行う。

々の学力の向 図る。 ・週末課題で，新たな単元への準備

上に努める。 ・校外模試の偏差 と，既習事項の定着を図る。

１ 普通 ・家庭での学習 値 50 以上の人数 ・漢字や文法の小テストを適宜実施

習慣の定着を を平均 30 人以上 する。

図る。 にする。 ・質問タイムを活用し，個別指導を

・定期考査の欠点 充実させ，基礎力の補強，応用力

者を 0 にする。 の強化に努める。

・主体的な学習活 ・グループ活動を取り入れ，問題解

動を工夫し，言 決につながる話し合いの方法や発

語活動の充実を 表の仕方を身につけさせる。

図る。 ４ ３ ２ １

・成績上位者と ・自主的・主体的 ・わかりやすい授業を実践する。

下位者の学力 に学習に取り組 ・単元ごとの小テストをこめに実施

差は一層大き む意欲を育成す し，既習事項の定着を図る。

くなっている る。 ・週末課題の内容を工夫したり，予

ため，それぞ ・校外模試の偏差 習復習を徹底させ，学習習慣を身

２ 普通 れの学力を伸 値 50 以上の人数 につけさせる。

ばすための課 を平均 30 人以上

題や小テスト にする。

の工夫，授業 ・定期考査の欠点

の質の向上に 者を 0 にする。

努める。 ４ ３ ２ １

・生徒の進路の ・校外模試の偏差 ・授業のノート作りが自分で考えな

希望に添いな 値 50 以上人数を がらできているか，個別にアドバ

がら基礎学力 平均 30 人以上に イスを行う。

の定着と応用 する。 ・基礎学力の定着と共に興味関心を

力を育成し， ・定期考査の欠点 広げられるよう週末課題や補習で

個々の学力の 者を 0 にする。 強化しながら，進路決定後にも誠

３ 普通 向上に努める。 ・言語活動の充実 実に学習に取り組むよう指導す

を図り，自己表 る。

現力を高める。 ・ディベートやグループディスカッ

ション等，他者の考えを聞きなが

ら，自分の考えを論理的に話す活

動を取り入れる。 ４ ３ ２ １



（地歴・公民）

年次 学科 現状と課題 本年度の目標 具体的な教員の取組 評 価

・現代の社会に ・定期考査の欠点 ・学習方法についての導入教育を行

対する興味・ 者を 0 にする。 う。

関心はあるが， ・課題の提出を 100 ・板書ノート，「現代社会ノート」（ワ

問題意識とし ％にする。 ーク）の定期的な提出とチェック

てとらえるこ ・単元ごとに新聞 を丁寧に指導する。

とができてい 等を利用し，現 ・新聞等を利用し，現代社会への関

ないのが現状 代社会への興味 心を高め，主体的・多角的に考え

である。自己 ・関心を高める。 る授業を工夫しする。

の問題として ・言語活動の充実 ・単元終了時に小テストを実施し，

１ 普通 とらえられる を図る。 基礎・基本の定着を図る。

よう身近なテ ・教科書の基本的用語を理解しなが

ーマを取り上 ら読解ができるよう指導する。

げ，知識も大 ・現代社会の身近なテーマについて

切であるが， 自由文を書かせたり説明させたり

生徒自身に現 することにより言語活動の充実を

代社会が抱え 図る。

る課題につい

て主体的に考

えさせる授業

構成が必要で

ある。 ４ ３ ２ １

・２単位という ・定期考査の欠点 ・教科書を中心に単元ごとの小テス

少ない時間数 者を 0 にする。 トを実施し，既習事項のより一層

の中で基本的 ・課題の提出を 100 の定着を図る。

事項を習得さ ％にする。 ・新聞・図像資料・音声資料を利用

せるのは難し ・「なぜ？」と多く しわかりやすい授業を実施する。

い現状である 問いかけ，深く ・定期考査ごとにノートの提出・確

２ 普通 が，諸資料に 考察させ歴史的 認を徹底させる。

興味関心を持 思考力を養う。 ・印象に残った歴史的事項や人物に

ち，少しでも ・言語活動の充実 ついてノートに簡単に記述させた

予習・授業・ を図る。 り説明させたりすることによっ

復習のサイク て，言語活動の充実を図る。

ルができるよ

うに指導の工

夫をする。 ４ ３ ２ １

・入試や就職試 ・定期考査の欠点 ・進路に応じた適切な課題を与え，

験等，生徒の 者を 0，課題提出 個別指導を充実させる。

進路に応じた を 100 ％にする。 ・模試対策を充実させる。模試対策

柔軟な授業の ・昨年度より校外 確認ノートを作らせる。

構築が必要で 模試平均点を上 ・「倫理」「政治・経済」において現

ある。特に， げる。 代社会における様々な課題につい

３ 普通 時事問題に関 ・言語活動の充実 て自由に書かせたり説明させたり

心を持たせ， を図る。 するることにより言語活動の充実

小論文や面接 を図る。

対策となるよ

うな授業や指

導を取り入れ

る必要がある。 ４ ３ ２ １



（数学）

年次 学科 現状と課題 本年度の目標 具体的な教員の取組 評 価

・校外模試では， ・定期テストの平 ・週末課題で既習事項を復習させ，

小問集合や大 均点を 50 点以上 小テストを行うことで基礎・基本

問の(1)などが 欠点者を 0 にす を定着させる。小テストの成績が

できていない る。 目標に達していない生徒には，再

生徒が多いの ・校外模試の偏差 テストを行うことで基礎学力の定

で，もう一度 値 50 以上の人数 着を図る。

基本の習熟を を平均 30 人以上 ・サタディサポートを利用して，模

図るとともに にする。 試の過去問題を解かせることによ

応用力の育成 ・ 課 題 の 提 出 を り，応用力を身につけさせる。

も目指したい。 100%にする。 ・生徒にとって負担加重にならない

・毎回固定され ・家庭学習時間 1 ような分量の課題を与える。

１ 普通 た者の課題が 時間以上にする。 ・期限内に提出できなかった者や，

提出できてい ・言語活動の充実 内容が不十分であった者に対して

ないため，粘 を図る活動を毎 は，個別にその都度，注意を促し，

り強く期限内 時間 1 回以上取 課題に取り組む意識や家庭学習の

に提出できる り入れる。 習慣をつけさせる。

よう指導して ・問題を解くときに生徒同士で相談

いく。 したり，解答をみんなの前で発表

・継続的に課題 する機会を作り，言語活動の充実

に取り組ませ， を図る。

家庭での学習

習慣の定着を

図る。 ４ ３ ２ １

・問題演習が不 ・定期テストの平 ・週末課題で，既習事項を復習させ，

足していたの 均点を 50 点 以 小テストを行うことで基礎・基本

で，すべての 上，欠点者を 0 を定着させる。小テストの成績が

生徒にもう１ にする。 目標に達していない生徒には，再

ランク上の学 ・校外模試の偏差 テストを行うことで基礎学力の定

力を身につけ 値 50 以上の人数 着を図る。

させるため， を平均 30 人以上 ・サタディサポートを利用して，模

課題や補習等 にする。 試の過去問を解かせることによ

で補強を心が ・ 課 題 の 提 出 を り，応用力を身につけさせる。

けたい。 100%にする。 ・生徒にとって負担加重にならない

２ 普通 ・学力の基礎基 ・家庭学習時間 1 ような分量の課題を与える。

本の定着を確 時間以上にする。 期限内に提出できなかった者や，

実にするため ・言語活動の充実 内容が不十分であった者に対して

に，生徒の習 を図る活動を毎 は，個別にその都度，注意を促し，

熟度に応じた 時間 1 回以上取 課題に取り組む意識や家庭学習の

週末課題の内 り入れる。 習慣をつけさせる。

容の吟味に心 ・問題を解くときに生徒同士で相談

がける。 したり，解答をみんなの前で発表

・継続的に課題 する機会を作り，言語活動の充実

に取り組ませ， を図る。

家庭での学習

習慣の定着を

図る。 ４ ３ ２ １

・生徒の進路希 ・校外模試（マー ・補習やサタディサポートを利用し

望に添った教 ク）の偏差値 50 て，問題演習に取り組ませ応用力

科指導に心が 以上の人数を平 を身につけさせる。模試の結果を

けたが，より 均 30 人以上にす 分析し，課題の克服に向けて授業

効率的な個人 る。 の工夫・改善を図る。

指導と全体指 ・ 課 題 の 提 出 を ・生徒の進路希望実現のための適切

導の実施方法 100%にする。 な課題を与える。期限内に提出で

３ 普通 について吟味 ・言語活動の充実 きなかった者や，内容が不十分で

していきたい。 を図る活動を毎 あった者に対しては，個別にその

時間 1 回以上取 都度，注意を促し，課題に取り組

り入れる。 む意識や家庭学習の習慣をつけさ

せる。

・問題を解くときに生徒同士で相談

したり，解答をみんなの前で発表

する機会を作り，言語活動の充実

を図る。 ４ ３ ２ １



（理科）

年次 学科 現状と課題 本年度の目標 具体的な教員の取組 評 価

・授業アンケー ・観察・実験など ・学習方法についての導入教育を充

トでは，興味 の充実により興 実させる。

・関心に関す 味・関心を高め ・観察・実験を単元毎に 1 回以上行

る評価の平均 る。 う。

が 2.9，内容理 ・授業に真剣に取 ・単元終了時に小テストを実施し基

解度に関する り組む姿勢を育 礎学力の定着を図る。

１ 普通 評価の平均は て基礎学力の向 ・適切な課題を与える。

2.7 で，両方と 上を図る。 ・質問タイムを活用し，個別指導を

も昨年度と同 ・定期考査の欠点 充実させる。

じであった。 者を 0 にする。 ・課題の提出を 90 ％以上にする。

・理科を好きに ・観察・実験など ・各講座で年間 30 回以上質問を

させる工夫等 を行い結果を考 させる。

さらに授業改 察しレポートに

善を図る。 まとめる。 ４ ３ ２ １

・授業アンケー ・観察・実験など ・学習方法についての導入教育を充

トでは，興味 の充実により科 実させる。

・関心に関す 学への興味・関 ・観察・実験を単元毎に 1 回以上行

る評価の平均 心を高める。 う。

が 3.2 であり昨 ・授業に真剣に取 ・単元終了時に小テストを実施し基

年度より 0.1 低 り組む姿勢を育 礎学力の定着を図る。

下した。内容 て基礎学力の向 ・適切な課題を与える。

２ 普通 理解度に関す 上を図る。 ・質問タイムを活用し，個別指導を

る評価の平均 ・定期考査の欠点 充実させる。

は 3.1 で昨年度 者を 0 にする。 ・課題の提出を 90 ％以上にする。

と同じであっ ・わかりやすい授 ・各講座で年間 30 回以上質問を

た。 業の実践に努め させる。

・理科を好きに る。

させる工夫等 ・観察・実験など

さらに授業改 を行い結果を考

善を図る。 察しレポートに

まとめる。 ４ ３ ２ １

・授業アンケー ・授業に真剣に取 ・基礎演習，実践演習の解法を工夫

トでは，興味 り組む姿勢を育 する。

・関心に関す て実践的な学力 ・個別，少人数指導を充実させる。

る評価の平均 を身につけさせ ・適切な課題を与える。

が 3.5 で昨年度 る。 ・質問タイムを活用し，個別指導を

と同じであっ ・定期考査の欠点 充実させる。

た。内容理解 者を 0 にする。 ・課題の提出を 90 ％以上にする。

度に関する評 ・観察・実験など ・各講座で年間 30 回以上質問を

価の平均は 3.5 を行い結果を考 させる。

３ 普通 で昨年度より 察しレポートに ・演習問題を解く時間を昨年比 10
0.1 低下した。 まとめる。 ％増加させる。

・興味・関心に

関する生徒の

評価は高いが，

受験に必要と

しない生徒の

興 味・関心を

高める工夫を ４ ３ ２ １

行うことが必

要である。



（英語）

年次 学科 現状と課題 本年度の目標 具体的な教員の取組 評 価

・基本的な語彙 ・基礎基本の徹底 ・毎週英単語テストを行う。

や文法事項の とコミュニケー ・コミュニケーション活動を各レッ

定着を図る。 ション能力の向 スンごとに少なくとも１つは取り

１ 普通 ・コミュニケー 上を図り英検３ 入れて４技能を高める工夫をす

ションを重視 級以上の取得者 る。

した授業展開 を 40 名以上にす ・インタビューテストを実施する。

をする。 る。 ・英検対策補習を実施する。 ４ ３ ２ １

・基本を重視し ・題材に関心を持 ・毎週英単語テストを行う。

たコミュニケ たせ，基本的な ・幅広い分野に関心を持たせ，コミ

ーションに必 コミュニケーシ ュニケーションに必要な英語表

２ 普通 要な学習活動 ョン能力を養い， 現や読解の学習を基本から徹底

を行う。 英検準２級以上 し、自己表現の為のペア・ワー

の取得者を 25 名 クやグループワークを行う。

以上にする。 ・英検対策補習を実施する。 ４ ３ ２ １

・実践的なコミ ・進路実現に向け ・毎週単語テストを行う。

ュニケーショ た実践力を養う ・実践的コミュニケーションを意識

ンに必要な学 ため，英検準２ し，場面や状況に応じて英語を

３ 普通 習活動を行い， 級以上の取得者 使ったスムーズなやりとりがで

生徒の進路実 を 25 名以上にす きるようにする。

現のための実 る。 ・英検対策や生徒の進路に合わせた

践力を養う。 個別指導を充実させる。 ４ ３ ２ １

３ 全体評価３ 全体評価３ 全体評価３ 全体評価

４ 学力向上検討委員会４ 学力向上検討委員会４ 学力向上検討委員会４ 学力向上検討委員会

職名・校務等担当名 氏 名

管 理 職 校 長 町口 雅治

教 頭 山村 啓治

教 頭 桂 啓人

学力向上推進員 指導教諭 森 万里子

委 員 教 諭 多田 光広

〃 教 諭 新開 文子

〃 教 諭 大久保 道弘

〃 教 諭 美﨑 毅

〃 教 諭 志磨 正師

〃 教 諭 林 英樹

〃 教 諭 尼寺 清人




